
年管発o8 2 0第 1
平成 25年 8月 20日

日本年金機構理事長殿

厚生労働省大

性別変更の審判を受けた性向

(過失p)

や
}
るおーからの届出の取扱いにつし、

に当たり、 i空間一性;;道官喜一的性別の取扱いの特

例iこ践する法津(平成 15生手法律第 111号)第3条の規定iこより家庭裁判所から

性別変穫の審判を受けた:者からの投7311変更の届11¥があった場合において;土、平

成 24年 iO月 1日以降、然見IJ変獲

ニと;こより、性別変更前・後の年金記殺を呉

ものと敢知してい

今長段、関係団体からの;意見等を踏まえ、

J 

したた-上でで、対足応:するニとがj適窓当 Jとと考えられれ〆

とともに、実施iこ当たってt;L，円滑かっ議五tr

マニュアル等ぴ〉繋{普及[}J司会lJ徹夜をoり、

る

向
ノ

¥ 

り
。、
J
 
1
 

1 一般的対応

( 1) 性別変更の儲出があった場合におい

さ才もている十全労IJを;選
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2 個別的対応

( 1 ) 厚生年金保険法(昭和29年法律第 115号)等の規定により、離婚等を

して婚姻期間中の厚生年金記録が分割されている者から性別変更の届出

があった場合においては、現行の社会保険オンラインシステム上、適正な

記録管理を行うため、性別変更前 a後の年金記録について、それぞれに基

礎年金番号を付番して管理すること。ただし共済組合等から提供される

共済組合員記録の取扱いについてはこの限りでないこと。

( 2 ) 性別変更後においては、性別変更前の基礎年金番号を引き続き利用でき

るようにするとともに、性別変更前の年金記録には、特定の配列でない基

礎年金番号を付番すること。

( 3) 届出人の戸籍謄本又は戸籍抄本を確認した上で、性別変更後の年金記録

において、性別変更の審判の確定日等、性別変更に係る事実関係を把握で

きるようにするとともに、性別変更前の年金記録が他の基礎年金番号で管

理されていることを把握できるようにすること。

(4) 性別変更前の年金記銭においても、性別変更の審判の確定日等、性別変

更に係る事実関係を把握できるようにするとともに、性別変更後の年金記

録が他の基礎年金番号で管理されていることを把握できるようにするこ

と。

( 5 ) 通知等の発送に当たっては、性別変更前・後の年金記録に対して、それ

ぞれ基礎年金番号が付番されていることに留意し、適正に事務処理を行う

こと。


